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Abstract
   The Spanish noun arte varies in grammatical gender according to its 
number; that is, the singular form arte is masculine and the plural artes 
is feminine. The fact that the Latin noun ars, from which the Spanish ar-
te is derived, was feminine leads us to think that Spanish had a period at 
some point in its history when the word changed its gender. In order to 
validate this hypothesis we collect, using the Real Academia Española’s 
electronic corpora ‘CREA’ and ‘CORDE’, examples of arte（s） modified 
by the definite article and any adjective ending with -o/-a for the word to 
be tested masculine or feminine. Using CREA, the present-day Spanish 
corpus, we search for examples of arte（s） and confirm that the singular 
arte is used as masculine, as many dictionaries say it should be. Using 
CORDE, the diachronic corpus of Spanish from the 13th century to 1974, 
we search for examples of arte with three variants of the definite article 
appearing in a construction such as ‘ell/la/el arte +［adv.］+adj.’ to exam-
ine when and at what rate the word started to be used as masculine, and 
we indicate that the rate of appearance of the word arte used as mascu-
line, at least in the construction in question, goes up to almost 50% 
during the 17th century, and it keeps increasing through the following 
























































































































linario という語を例にとる）で arte を修飾する際、統語上可能な組み合わ
せは次のようになる。
表 1　arte の性と形容詞の組み合わせ
arte の文法性 単　　　数 複　　　数
男性名詞として elarteculinario losartesculinarios
女性名詞として elarteculinaria laarteculinaria lasartesculinarias
なお、ここで女性単数に二つの形式があるのは、前節で述べたように、強
勢のある /a/ で始まる女性名詞には定冠詞として el を付すという規範が



















artes’ は 2 種類の文書中に 5 例出現したが、‘lasartes’ は 184 種類の文書
中に 665 例出現し、言葉を尽くさずとも、複数形 artes は圧倒的に女性名
詞として使われるということが理解されよう。ここでは以下に、共時的な















arte español のように単数形で男性名詞として用いられている arte の例も
含まれている。繰り返しになるが、これが男性であることは、後続する形
























えて、‘laarte’ のように定冠詞として la を冠した語列で検索をし、その実
例を検討する。‘laarte’ という言い方は、規範に即せば誤った言い方では
あるが、定冠詞 la の形態から、明らかに arte が女性名詞扱いされている
と判断可能である。さて、検索の結果、それぞれ別の著者による 4 種類の
文書中に計 5 回の使用例が見つかったが、これらはいずれも現代の文章中
に 15〜16 世紀の文章を引用しているものであった。この中から、1569 年







（SagrarioMuñozCalvo,Historia de la farmacia en la España moderna 
y contemporánea,Síntesis,Madrid,1994）
（3）の短いパラグラフ中に arte が 4 回登場しており、このうち 3 つが限定
詞ないし形容詞を伴っている。これに下線を付す。下線の 2 つ目が調査対
象の la arte である。最初の esta dicha arte では、指示詞 esta および形容
詞 dicha がいずれも女性形であるので、arte が女性名詞扱いされていると








れた。次節では定冠詞を el とし、後続の形容詞の屈折から arte の文法性
を判断し、その運用実態を調査する。
4.2.2　《定冠詞 el ＋ arte》
　次に、定冠詞として el を冠した ‘elarte’ という語列を検索し、その結果
を分析する。CREA においてこれまでと同じ条件でこの語列を検索すると、
334 種類の文書中に 2047 例を得たが、CREA は検索条件に見合う結果が
1000 件を超えると、その実例を表示することができない。そこで、1975
年から 1993 年までの検索で得られた 939 例に加え、1994 年から 1995 年














1000 例のうち ‘elarte’ に形容詞が後続していたのは 251 例で、この調査で
得られた形容詞のうち、出現回数が 2 回以上のものを以下の表に示す。な
お、頻度が 4 以上の語については、各数字が頻度を表す。もちろん、この
中には anterior や oriental のように、形態上男性と女性の区別が不可能な
ものも含まれているが、語尾が -o で終わっている形容詞に関してはすべ
て -o になっていることがわかる。この 251 例のうち、42 例はこの anterior
や oriental のように形態上男性と女性の区別がつかないものである。文
法性の判別が可能な残り 209 例の中で、形態上女性形であると判別可能












masfijos:arte poética, arte plumariao,muchomásraro,arte tormen-
taria,porejemplo.Norecuerdohaberoídoohabervistoescrito,por
ejemplo,＊el arte bellao＊la bella arte（ejemplodelDRAE）.Esdecirque,
fueradealgunospocossintagmas fijos,eladjetivoqueacompañaal






表 2　CREA において《el arte＋［副詞］＋形容詞》で採取した形容詞［頻度順］
語末が -o/a 語末が -o/a 以外
頻度 4
以上
moderno20 contemporáneo8 religioso8 paleocristiano6
español6prehistórico
6 abstracto5 chino4 clásico4 egipcio4 negro4
頻度 3
bizantino cristiano gótico negroafricano
supremo anterior
carolingio culinario italiano romano
頻度 2
bárbaro enajenado fotográfico pictórico representativo creador parietal









アカデミアの辞書 DRAE の例であるが、＊el arte bella や＊la bella arte
というのを聴いた記憶もなければ、書かれているのを目にしたこともな
い（bella は bello という形容詞の女性単数形）。つまり、いくつかの定型化
した名詞句を除けば、単数の arte にかかる形容詞は、arte angélico, fi-
gurativo, abstracto などのように男性形となる。



































女性単数形 la は ille の女性単数対格に由来する：illa（m）＞LV.ela＞
ela/la/el/ell＞la/el（＋母音）＞la/el（＋a-）。女性単数には男性単数形と






性名詞 agua の前では ela から el となり、現代でも el agua となる一方で、
/a/ 以外の母音で始まる女性名詞（例えば edad）の前位置では、その他の










た ‘lasartes’ と、los を冠した ‘losartes’ の文字列で検索を行うことにする。
また、複数形の調査は本稿の主たる目的ではないので、las と los の異形
態については考慮の埒外とした。さて、この検索の結果として得られた用
例は、‘lasartes’ が 929 種類の文書中に 3267 例、‘losartes’ が 22 種類の文
書中に 28 例で、全用例中の 99.1％が ‘lasartes’ であり、‘losartes’ は 1％
にも満たず、その差は歴然である。ここでは、その数少ない los artes の
例のうち、最も古い 13 世紀のものと最も新しい 20 世紀のものを一つずつ
以下に示すにとどめる。
（4）...carloselnoblequefuemuyestudioso&sopomuybienlosar-




　  （Anónimo,Ley［Leyes, reales decretos, reglamentos y circulares de 













ば れ る、 定 冠 詞 が 名 詞 と 結 合 し 表 記 上 も つ な げ て 綴 ら れ る 形 式
（le+art → l’art）は、過去にはスペイン語にも存在したが、CORDE におい





　まずは定冠詞の形態を ell として ‘ellarte’ という語連続を検索の対象と
した。結果として、10 種類の文書中に 34 例が得られ、このうち《ellarte
＋［副詞］＋形容詞》となっている例は 7 例あり、得られた形容詞は es-





　（Antonio Rodríguez Moñino, Discurso de recepción ante la Real 
 Academia Española: Poesía y Cancioneros（siglo XVI）,1968）　









　次に、定冠詞の形態を現代の女性単数形と同じ la として、‘laarte’ とい
う語連続を検索の対象とした。前節の ‘ellarte’ と比べてヒット数が多いた
め、CORDE に含まれている資料のうち、最も古い例が得られる 1200 年
台の後半から 250 年ずつを一区切りとして、次のように年代を区切って検
索を行った。その結果、1250 年から 1500 年までに区切った検索では 84
種類の文書中に 301 例、1501 年から 1750 年までにおいては 115 種類の文
書中に 346 例、そして、1751 年から 1974 年まででは 15 種類の文書中に
23 例が得られた。ここで得られた例のうち、《laarte＋［副詞］＋形容詞》






mágica33 notoria10 poética6 obstetricia3 toda3
cabalística2 divina2 humana2 impresoria2 llamada2
luliana2 médica2 música2 nueua（nueva）2 separatoria2
語末が -o/a 以外 militar8 mayor4








　　（EnriquedeVillena,Traducción y glosas de la Eneida. Libros I-III,
 1427-1428）　
先の《定冠詞 ell＋arte》同様、《laarte＋形容詞の男性形》となる例は得









　最後に、定冠詞の形態を el として ‘elarte’ という語連続で検索を行った。
すでに述べたように、arte という名詞の場合、これを男性名詞として扱え
ば当然定冠詞は el という形態になるが、これを女性名詞として扱ったと
しても、語頭の /a/ に強勢があるため、定冠詞として el が出現する可能
性がある。語頭の /a/ に強勢がある女性名詞の単数形においては、それが
現代の規範である。さて、この ‘elarte’ は現代の運用につながる語連続で
あるので、非常に多くの例が得られる。1250 年から 1500 年までは 114 種
類の文書中に 337 例が得られ、1501 年から 1750 年までは 538 種類の文書
の中で 2270 例が得られた。また、最後の 1751 年から 1916 年
15）
まででは





5.2.3.1　1250 年から 1500 年までにおける ‘el arte’
　この年代では 114 種類の文書中に 337 例の ‘elarte’ が現れたが、このう
ち《elarte＋［副詞］＋形容詞》となっていた例は 47 例であった。さらに、
このうち 15 例は形容詞の形態上で文法上の性の判断が不可能であって、




...（DiegodeValera,Tratado en defensa de virtuossas mujeres. BNM. 
ms. 1341,a1445）　





5.2.3.2　1501 年から 1750 年までにおける ‘el arte’
　1501 年から 1750 年までにおいては、538 種類の文書中に 2270 例の ‘el
arte’ が現れたが、CORDE では、検索条件に適合する用例が 1000 件以上
現れると、その用例を閲覧することができなくなるため、この 2270 とい
う数字を 1000 より小さい数にすべく、50 年ないし 100 年前後の単位でさ
らに細かく年代を区切って調査することにした。1501 年から 1598 年、
1599 年から 1700 年、1701 年から 1750 年という区分である。以下、これ
を順に検討する。
5.2.3.2.1　1501 年から 1598 年まで
　ElioAntoniodeNebrija（1444?-1522）が Gramática de la lengua caste-
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llana（『カスティーリャ語文法』）をカスティーリャ王国女王イサベルに献
呈したのが 1492 年であり、その 10 年後が 1501 年である。この 1501 年か
らほぼ 100 年後の 1598 年までを検索の対象とすると、243 種類の文書中
に 971 回 ‘elarte’ が出現した。この 971 例のうち《elarte＋［副詞］＋形容
詞》となっている例は 150 例であったが、そのうち 87 例は形態上で性別
の判断ができず、残りの 39 例が女性形、24 例が男性形であった。以下に、
この期間で得られた男性形の形容詞全てと、これに対立する女性形の例を
示す。なお、数字は出現回数である。




humana1 inventado1 militario1 profesado1 suyo1












 Historia general y natural de las Indias,1535-1557）　
engañoso の前に来ている fraudulente も同じく形容詞であるが、語尾が -e
であるためこの語単独では文法性が判別できない。しかし、engañoso の
語尾 -o によって arte が男性名詞扱いされているということが分かる。こ
の《elarte＋［副詞］＋形容詞》という語列に関して言えば、1250 年から




5.2.3.2.2　1599 年から 1700 年まで
　次に、1599 年からほぼ 100 年後となる 1700 年までを対象に調査した。
その結果、255 種類の文書中に 882 例の ‘elarte’ が得られた。この 882 例
のうち《elarte＋［副詞］＋形容詞》となっている例は 101 例あったが、そ
のうち 50 例は形容詞の形態上文法性の判断が不可能であった。そして、
残りの 51 例のうち、26 例が女性形の形容詞、24 例が男性形の形容詞を伴
っており、ほぼ半々という結果になった。以下に、先と同様、この期間で
得られた男性形の形容詞全てと、これに対立する女性形の例を示す。
表 5　1599 年から 1700 年までの期間で採取した男性形の形容詞と対立する女性形
animado1 ciego1 cómico3 dificultoso2 humano1 largo2larga1
náutico3
náutica2 riguroso1








前節で見た形容詞 fraudulente と同じように、（11）に現れる horrible とい
う形容詞単独では文法性の標示が不可能であるが、後続の ciego によって
可能であるので、男性形の形容詞として数えている。以上、この 1599 年
から 1700 年までのほぼ 100 年の間では、女性形 26 例、男性形 24 例で、
少なくとも《elarte＋［副詞］＋形容詞》という語列において、名詞 arte
が男性名詞扱いされている比率は約 50％となった。
5.2.3.2.3　1701 年から 1750 年まで
　次に、先述のとおり、スペイン語の規範樹立の時期と重なる 18 世紀の
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最初の 50 年間を対象にして、‘elarte’ の用例を探した。その結果、40 種
類の文書中に 370 例を得た。この 370 例のうち、《elarte＋［副詞］＋形容
詞》となっている例は 32 例と少数であったが、そのうち 8 例は形容詞の




表 6　1701 年から 1750 年までの期間で採取した男性形の形容詞と対立する女性形
alquímico2 mágico1 obstetricio1 práctico1
dulce1 médico3médica1 physiognómico2 primero1
humano2 mímico1 poético1 transmutatorio1
　このように、370 例から 32 例しか採取できず、得られた用例の実数は
少ないが、少なくとも《elarte＋［副詞］＋形容詞》という語列において、
比率としてはこの期間で男性形の使用が女性形に対して優勢となった。





（12） 期間 A 期間 B 期間 C 合計
1501〜1598 年 1599〜1700 年 1701〜1750 年 1501〜1750 年








5.2.3.3　1751 年から 1916 年まで
　最後に調査する年代は 1751 年から 1916 年であるが、調査対象となる年
代が現代に近づくにつれ、得られる用例の数も膨大になるため、ここでも
やはり、いくつかの期間に細分化し、実際の用例を見ていく。
5.2.3.3.1　1751 年から 1861 年まで
　1751 年以降を検索の対象として、得られる用例が 1000 例を超えない範
囲が 1861 年までである。この期間では 236 種類の文書中に 903 例の ‘el
arte’ がある。この 903 例のうち、《elarte＋［副詞］＋形容詞》の語列にな
っている例は 1 割にも満たない 98 例で、そのうち 23 例は形容詞の形態上




表 7　1751 年から 1861 年までの期間で採取した男性形の形容詞と対立する女性形
agronómico1 divino2 funesto1 infinito1 místico1 tipográfico2
arábigo1 dramática4dramático2 filosófico1 lavateriano1 muslímico1 veneciano1
benéfico1 egipcio1 gastrónomo1 magnífico1 profundo1 visigodo1
bizantino1 elegiaco1 gitano1 mahometano1 razonado1 utilísimo2
caligráfico1 esclavizado1 griego2 maravilloso1 revolucionario1
coreográfico1 espléndido1 heráldico1 mecánica1mecánico1 solícito1











種類の文書中に 828 もの例が得られた。この 828 例のうち、《elarte ＋［副
詞］＋形容詞》となっている例は 159 例あったが、そのうち 54 例は形容
詞の形態上文法性の判別が不可能であった。残りの 105 例のうち、6 例が
女性形の形容詞を、99 例が男性形の形容詞を伴っていたので、全用例の
うち男性形は 94.2％となり、この年代において単数形 arte はほぼ完全に
男性名詞化しているということが言えよう。ここでは下の（13）を見ておこ
う。
（13）...yesemismo impersonalismo,ysobre todoel tecnicismo, la
cienciayelartedescriptivos tomadoscomoobjeto inmediatoy
único,... （Clarín,Apolo en Pafos,1887）　
この（13）における la ciencia y el arte descriptivos という語連続においては、
形容詞 descriptivos が男性の複数形であり、先行する二つの名詞 la cien-
cia と el arte を修飾しているが、el arte を男性名詞として扱わなければこ
の形容詞が descriptivos という形態にはならないはずである。el arte がも
し女性であるなら、形容詞は descriptivas という形態になろう。したがって、
この el arte を男性の例として数えている。
5.2.3.3.3　1889 年から 1916 年まで
　恣意的である点は否めないが、用例数を抑えるために、ここでも 27 年
間というスパンで区切り、1889 年から 1916 年までのデータを検討する。
この期間では、137 種類の文書中に 954 例の ‘elarte’ が得られた。この
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954 例のうち《elarte＋［副詞］＋形容詞》となっている例は 167 例あったが、
そのうち 60 例は形容詞の形態上文法性の判断が不可能であった。残りの
107 例のうち、わずか 3 例が女性形の形容詞で、104 例が男性形の形容詞






estéticos,... （ÁngelGanivet,Granada la Bella,1896）　
（13）と同様、（14）においても、el arte を男性名詞扱いしなければ、当該の
形容詞が男性複数形とはなり得ないから、これらの例において arte の文
法性は男性であると判断できる。この 1889 年から 1916 年までの間に得ら
れた女性形の形容詞は 3 例のみで、gráfica、histriónica、そして、現代で
も女性形が用いられる cisoria がそれぞれ一例ずつであった。
　さて、1751 年から 1916 年までのデータを次の（15）としてまとめる。数
字は女性形の実数：男性形の実数、括弧内の数字は全用例中における男性
形の比率である。
（15） 期間 A 期間 B 期間 C 合計
1751〜1861 年 1862〜1888 年 1899〜1916 年 1751〜1916 年
28：47（62.6％） 6：99（94.2％） 3：104（97.1％） 37：250（87.1％）
（12）と比べても（15）全体で大幅に男性形の形容詞が現れる比率は増えてお





の単数形 arte は男性であるが、複数形 artes は女性である。スペイン語の





















































1 ）　語頭の /a/ に強勢がある女性名詞には、agua（水）、ave（鳥）、hacha（斧）、
hada（妖精）など多数あり、これらの名詞に対しては el agua、el ave のように、
単数において男性形の冠詞を用いる。
2 ）　たとえば 17 世紀の『ポール・ロワイヤル文法』はフランス語の名詞の性に
ついて、“D’autresfoisaussiparvnpurcaprice,&vnvsagesansraison,ce





なお、引用文中において、語頭の u は v で綴られ、「フランス語」を意味する
Français は当時の正書法で François と綴られている。
3 ）　たとえば中性名詞であった opus（仕事・作品）は、その複数主格・対格形














8 ）　del という形式は前置詞 de と男性単数定冠詞の el が融合した形態である。









13）　12 世紀ごろから 1974 年までの小説や新聞、雑誌、研究書、テレビやラジ
オ放送を文字に起こしたものを含むコーパスで、全体の規模は 2 億 5000 万語
以上である。機能と制限については、CREA と同様である。
14）　得られた例はアポストロフィのない ‘elarte’ や ‘larte’ という形式であったが、
これと同じ綴りの他の語（同綴異義語）という可能性はない。
15）　CORDE には 1200 年代から 1974 年までのデータが収録されているが、20
世紀以降は用例があまりに多いので、今回の調査では 1916 年までとした。
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